
まえがき

　なんとなく、メロディーが書けて、伴奏（コード）もつけることが出来る。でも、アーティスト
がギターやピアノで弾き語っているのを聴くと、何かが自分の作品と違う。そんな思いをしたこと
ありませんか？

　本テキストは「Composer Starter Guide・Primary Sheets-a」で基本的なノウハウを既習さ
れた方、もしくは同程度の知識をお持ちの、具体的には上記の様に簡単なメロディーとコードは書
けるんだけど、何かイマイチ思った通りにならないといったような方には、ピッタリの内容になり
ますので、きっとお役立ていただける事でしょう。

　「Composer Starter Guide・Primary Sheets-a」は作曲、初心者または知識０の未経験者か
らの対応を考慮した「作曲」を知っていただく程度の内容となっていましたが、今回お届けする
「Composer Starter Guide・Primary Sheets-b」は、最後まで習読、及び実践課題をこなして
いくと、自然と現状の商業音楽（特に歌モノ）となんら遜色がない音、むしろより仕上がりのいい
サウンドが書けるようになっていることでしょう。 
　 
　なので、内容としては中級者向けとなっておりますが、例えば、音楽の「仕上がり」に関連性の
深い「和声」（本テキストではVoicing）と呼ばれるハーモニーのつながりに関しては、独創性と
自由度の「枷」にならない程度の最低限かつ、実践的な重要事項のみ厳選してまとめられ、無理な
く「和声感」が身につくよう考慮されています。

　…等々、今まで有りそうで無かった、音楽を「本物」ぽく仕上げるヒントが詰まったテキストと
なっております。 
　皆様に今まで以上の、より味わい深い音楽ライフへのドアを開けるKeyとしてご活用いただけた
なら幸いです。そしてさらなる深い作曲の楽しさと、一人でも多くの方に、何より今まで書けな
かったであろう美しい「響き」に巡り合えることを願って。 

吾妻　哲助

　また、調性においても、感覚的のみならず、理論的にも様々なKeyを使いこなすことが出来るよ
うになるので、メロディーに付けるハーモニーの選択肢が広がり、音楽がより彩り豊かになること
でしょう。
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04 Ⅱ→ⅤモーションとD→Tモーション
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Mlec-b4

譜例1-a

Ⅵ7 ⅤⅡ7C： Ⅰ Ⅰ

譜例1-b

Ⅵ7 ⅤC： Ⅰ Ⅰ
Ⅱ7 Ⅴ ⅠG： 7

C Am7 Dm7 G C

C Am7  D7 G C

　譜例10と11の違いは３小節目冒頭のコードがDm7→D7なってます。これは、後続のGに繋がるのであれ
ば、このGをトニック（Ⅰ）に見立てドミナントに当たるD(7)に差し替えてみた、つまり３小節目をキーが
Cのツーファイブモーションから、キーがGのドミナントモーションに移行したことになります。

S D T

譜例1-c

　譜例12は11の２小節目の手前にAmのドミナントに当たるE7を入れ転回形を使って全体的に滑らかに
コードをつないだ例（Ⅲのコードの差し替え、Mlec-b5で後述）になります。Ⅱ→ⅤとD→Tの様にルート
を主音としてそのキーの下属音への進行（強進行と言います。）は結びつきが強いので、コードの間に挟
んだり他のキーのモーションに差し替えたりしてよく用いられます。

D T
a： Ⅴ Ⅰ7

Am7/GAmE7/B D/F#

ルートの動きが全て 
主音→下属音
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# 実 践 課 題
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⑴ 次のメロディーの２～７小節目にDDを活用してコードをつけてみましょう。

⑵ 次の譜例のコード進行を踏まえ、一時的な転調箇所が何小節目で、どこのキーか答えて下さい。

　＜強進行＞ 
　コードのルートの進行が主音→下属音の進行はD→Tのコード進行と同じな為、必然としての
強い結びつきを持ちます。但し、その２つのコード上に重なる第３、５、７音の半音の違いで
性格が変わってきます。 
　先ず第３音についてですが、半音低い場合とそうでない場合によって、関係性がどこかの
キーのⅢ→Ⅵ、Ⅱ→Ⅴ、D→Tに変化し、結びつきの強さはそのままⅢ→Ⅵ<Ⅱ→Ⅴ<D→Tとな
ります。第５、７音に関しても色々と有るのですが…。また後ほど！
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♪エーデルワイス よりBメロ部分抜粋
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Dm7　　　　　　　　　　　G7　　　　　　　　　　CM7　　　　　　　　FM7

Bm7　　　　　　　　　　E7　　　　　　　　　　 Am　　　　　　　　  D7-5

♪Francis Lai：映画「白い恋人たち」よりメインテーマ

Hint!
　Key=B♭。後半はドミナントに向かっ
てルートが半音階でサビを準備します。

Hint!
　KeyはCでスタート。 
関係調で考えてみよう。
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